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〇御影北部あんしんすこやかセンター 

  
令和６年度の御影北部あんしんすこやかセンター事業運営状況について、下記の通り報告します。 

   
1 令和６年度総括 

  〇 御影北部圏域の概要  

御影北部圏域の高齢者人口は 4506 人高齢化率が 25.4％高齢者数は 76 人増であり、御影郡家

2 丁目、鴨子ヶ原 3 丁目の高齢化率が 30％を超えています。介護予防プラン管理数について

は、年間 2813 件で、前年比 95.4％です。センターの主な事業である総合相談件数は 2595 件

で、月平均 216 件となっています。 

〇 センター事業目標について 

あんしんすこやかセンターの事業目標については、令和６年度からの長期目標（3 年後にめざ

す高齢者や地域の姿）は、 

「地域住民の馴染みの場で、定期的に集い交流することができる。」としました。 

令和６年度の短期目標（1 年後にめざす高齢者や地域の姿）としては、以下のとおりです。 

 
① 定期的に集いの場に参加することで、ネットワーク作り（若い世代を含む）の一歩となる。 

② 認知症や防災福祉の課題について、関係者と共有することができる。 

③ 高齢者の相談窓口はあんしんすこやかセンターであることが解る。 

 
実施結果としては、 

① つどいの場の充実 

（御影・御影郡家・御影山手地域） 

「水曜プログラム」 

第１水曜日『みかきたカフェ』：歌声喫茶、ミニコンサート、季節のはり絵などを行いまし

た。参加者同士の交流を見守り、次回の案内など社会参加を促しました。 

第 2 水曜日『元気アップ体操みかげきた』：脳トレ、筋力アップ運動、ボールや棒を使った

トレーニング等の他、フレイル改善通所サービスの紹介、案内を行いました。毎回新規参

加者がいます。 

第３水曜日『水曜クラブ』：リフレッシュ教室、フレイル予防教室、健康講座、フレイルチ

ェック等を行いました。地域関係者、高齢者のニーズを聴き取りながら企画をしています。 

第 4 水曜日『すまいる体操』：チャレンジサポーターによるストレッチ、脳トレ、タオル体

操、セラバンド体操、太極拳などを行っています。 

「水曜プログラム」は、御影北地域福祉センターでのつどいの場で、御影北ふれあいまち

づくり協議会が主催となり、センターは運営企画後方支援などを行いました。 

毎週水曜の午後に集うことが、定着しつつあり毎回十数名の参加になっています。 
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 （鴨子ヶ原地域） 

「えがお喫茶」（認知症カフェ） 

 笑顔をつなぐネットワーク会議のメンバーと共に、毎月第 3 土曜日に開催実施しました。 

 毎月 30～50 名の参加者が友愛苑の 1 階ロビーに集います。奇数月はギターの生演奏、偶

数月は専門職による認知症予防講座を開催し、好評を頂いています。 

     「元気アップクラブ」（介護予防教室） 

      毎月第１金曜午後に友愛苑会議室で開催しています。チャレンジサポーターによる介護予

防体操で、住民同士で誘い合い、出逢う場所にもなっており、毎回 20 名前後の方が参加

しておられます。 

     「わくわくウォークラリー」 

      春と秋、友愛苑で実施されるウォークラリーに 100 名前後の住民の方が参加しておられま

す。介護保険を利用せずに、介護予防やリハビリ、閉じこもり解消になっているなどの声

を聴き取っています。 

② 地域ケア会議などの開催 

第１回地域ケア会議「鴨子ヶ原のつどいの場について」 

参加者から地域の高齢者の現状、課題などが多く語られました。認知症の課題（独居、閉

じこもり、問題行動、老々介護、介護者を支える難しさ）見守りの課題などについて意見

交換を行いました。課題を踏まえて、鴨子ヶ原のつどいの場の運営企画についても話し合

っています。 

第 2 回地域ケア会議「後見制度申し立ての課題」 

身寄りのない後見制度利用の必要な方の申し立ての課題について話し合いました。市長申

し立ての窓口である区役所職員、神戸市成年後見支援センター、オレンジチーム、障害者

支援センター、地域の司法書士や行政書士、NPO 法人、医療関係者等に参加して頂きまし

た。 

事業所連絡会 

圏域内の医療、介護事業所と共に災害時の対応マニュアルの事を中心に情報共有しました。 

鴨三クラブイベント 

鴨子ヶ原 3 丁目のコミュニティ、暮らしやすいまちについて、会員 20 名の方々との会合を

開催して頂きました。防災福祉課題については、毎年地域課題で話し合ってきており、そ

の課題を投げかけてみました。 

③ あんしんすこやかセンターの広報活動 

上記のつどいの場、各種会合に参加の折に、あんしんすこやかセンターの役割などを伝え

ています。また、御影北福祉センターや郡家自治会館では随時個別の相談にも応じさせて

頂きました。御影、御影郡家、御影山手地区の方々にとってはセンターが不便なところに

位置しており、その点については、御影北ふれあいのまちづくり協議会の役員の方々から

ご意見ご協力を頂いております。 

年３回「すこやかレター」を作成し、個別の訪問時やつどいの場など配布しました。 
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 〇 神戸市によるセンター運営評価について 

   令和６年６月にありました。不適はありませんでした。 

    
  主な事業実績については以下の通りです。 

2 令和６年度利用状況について 

（1）介護予防支援事業実績 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

予防給付 

総合事業 

161 

79 

151 

82 

155 

82 

160 

82 

156 

85 

158 

86 

156 

82 

148 

83 

137 

86 

144 

82 

145 

88 

144 

81 

1815 

998 

合計 240 233 237 242 241 244 238 231 223 226 233 225 2813 

新規加算 ８ ８ 5 ０ 3 6 5 3 3 5 8 0 54 

前年比％ 95・6 94.7 95.6 97.6 96.8 96.4 97.

5 

92.4 91.4 95.0 97.5 93.8 95.4 

（2）相談対応件数 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

総合相談 320 251 235 239 211 228 184 225 192 187 152 171 2595 

介護予防 372 322 384 363 318 351 373 359 333 373 332 374 4254 

権利擁護 16 ２ 17 9 7 4 16 16 26 21 8 13 155 

ケアマネ

ジメント

支援 

 

111 

 

82 

 

92 

 

75 

 

56 

 

73 

 

71 

 

89 

 

86 

 

50 

 

50 

 

64 

 

899 

地域 

支えあい 

51 

 

61 

 

61 

 

41 

 

58 

 

103 

 

85 

 

75 

 

96 

 

27 

 

106 

 

94 

 

858 

 

認定申請 23 16 １２ 18 22 ７ 25 19 24 27 20 19 232 

その他 34 181 39 11 178 149 26 20 18 175 24 12 867 

合計 927 915 840 756 850 915 780 803 775 930 692 747 9930 

前年比％ 140.2 131.7 76.8 110.9 106.4 116.3 74.9 81.8 97.2 105.7 105.0 54.8 95.1 

 
（3）地域ケア会議 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

開催数 ０ １ 0 1 0 0 0  0 0 0 0 0 2 
参加人数 ０ 15 0 18 0 0 0  0 0 0 0 0 33 

 
（4）広報啓発の内介護予防普及啓発に関すること 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

開催数  ４ ４ 5 5 4 5 5 5 5 5 5 5 57 

参加人数 71 56 104 104 40 94 92 78 105 110 81 132 1067 
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（5）介護リフレッシュ教室 

 1 2 3 4 5 6 合計 

開催日 5/15 7/17 9/18 11/20 1/22 3/19 6 

参加人数 5 5 11 9 13 8 51 

 
3 職員体制 

主任ケアマネジャー         1 名 

社会福祉士             1 名 

 看護師               1 名 

地域支え合い推進員         1 名 

介護予防支援担当ケアマネジャー   2 名 

 
４ 令和６年度事業実施状況について 

（1）職員研修の実施について(職員資質向上) 

    センター内では、職員資質の向上と情報共有を目的に、月 1 回センターミーティング・ケース

検討会議で困難事例を検討しました。また、センターや行政主催で会議や研修、法人内及び法人

外研修には２３回延べ４０名の職員が参加しました。主な内容は以下の通りです。 

1）神戸市・東灘区及びあんしんすこやかセンターが主催する主な研修 

日 時 会 議 内 容 出務職員 

７/29 神戸市地域包括支援センター 令和 6年度研修会 吉岡 

８/６ 令和 6年度あんしんすこやかセンターテーマ別研修 笹部 

８/２ 難病支援の理解を深める研修 大出 

８/２１ 令和 6年度高齢者虐待対応研修（帳票） 笹部 

８/２６ 神戸市自立支援型研修 災害の備えとｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 吉岡 

８/２８ 神戸市ひきこもり支援研修会 吉岡 

９/２５ 令和 6年度介護予防ケアマネジメント従事者スキルアップ 笹部 

１１/１９ 令和 6年度「神戸市介護予防・フレイル予防研修」 吉岡 

１１/２１ 災害時の口腔ケアについて 大出 

1/３１ センター職員２・３年目職員研修 笹部・大出 

２/７ 神戸市認知症地域支援推進員研修 吉岡 

 
2）神戸市・東灘区及びあんしんすこやかセンター以外が主催する主な研修  

 ①法人内研修   全職員  高齢者虐待防止及び個人情報保護研修受講 

          課長以上の役職者  コンプライアンス及び内部統制受講 

          職員  感染症・倫理・地域貢献・安全運転研修受講 

          災害対策委員会研修・クレーム対応研修 

 



99 
 

 ②法人外の主な研修  

日 時 研  修  内  容 出務職員 

８/３１ 成年後見セミナー 笹部 

９/３ 地域を元気にする！活動力アップ講座 大出 

１２/１２ 
地域包括ケア・多職種連携をすすめるホワイトボードケー

ス会議の進め方 
笹部 

２/２０ 災害時の地域包括支援センターの対応 山本 

２/１８ 今までの交流の場づくり・これからの交流の場づくり 吉岡 

３/１９ 
身寄りがない人の権利擁護と権利擁護支援のためのネット

ワークづくり 
大出 

 
（2）センター業務については以下の通り 

1）介護保険要介護・要支援認定申請代行 

232 件の申請代行業務を実施しまし、昨年度より 30 件減少しました。 

2）総合相談業務 

総合相談支援事業は、地域の高齢者が、住みなれた地域で安心してその人らしい生活を 

継続していくことができるようにするため、どのような支援が必要かを把握し、地域にお

ける適切なサービス、機関または制度の利用につなげる等の支援を行い、昨年度より全般

的に減少しました。 

介護相談 1480 件 入所・退所相談 352 件 実態把握 175 件 介護保険外 120 件 

3）権利擁護業務 

     権利擁護事業は、地域の住民や民生委員、介護支援専門員などの支援だけでは十分に問 

題が解決できない、適切なサービス等につながる方法が見つからない等の困難な状況にあ 

る高齢者が、地域において尊厳のある生活を行うことができるよう、専門的・継続的な視 

点から等の支援を行いました。昨年度より高齢者虐待は減少、成年後見制度に関してはか 

なり増加しています。 

高齢者虐待 99 件 成年後見制度  52 件 措置 0 件 消費者被害 5 件 

4）包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

包括的・継続的ケアマネジメント支援事業は、地域の高齢者が住み慣れた地域で暮らす 

ことができるよう、介護支援専門員に対する後方支援や関係機関とのネットワーク構築に

よる会議を行いました。介護支援専門員からの相談件数はかなり増加しています。 

包括的・継続的ケアマネジメント支援 806 件 
住吉北部・御影北部圏域内の事業所連絡会及び介護支援専門員情報交換会の開催 

5）困難事例対応  

認知症や虐待等の困難事例に関して、ケアマネジャー等の担当者と随時カンファレンス 

を実施し、情報の共有を図り適切に対応しました。              

困難事例対応  93件 
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6）介護予防支援業務  

生活上さまざまな課題を抱える高齢者に対して適切な支援を行なうことにより、要支援・ 

要介護状態の予防をし、高齢者の自立した生活の支援を行いました。 

      介護予防支援・介護予防ケアマネジメント 4,254件 

   7）地域見守り活動推進事業     

高齢者が地域で安心して生活ができるよう、あんしんすこやかセンターの専門職とチー 

ムアプローチを図りつつ、地域住民間による見守りができるコミュニティづくりを支援す

るとともに、介護予防の推進を図りました。今年度も新型コロナウイルス感染症等に留意

した活動の支援となりました。 

○ 主な会議とつどいの場の後方支援等 

小地域地域支え合い連絡会 介護予防教室（御影北すまいる体操）など  

○ 地域支え合い活動件数  928 件 

   8）広報・啓発 

地域住民、民生児童委員、関係機関等に対し、あんしんすこやかセンターの所在・役割 

等を広報・啓発を実施。今年度も各自治会長のご協力により地域の全掲示板にセンターに

ついての広報チラシを掲示させていただきました。すこやかレターの配布等、昨年度に引

き続き実施しました。 

  広報対象人数  2404人 パンフ配布数 多数 

9）包括的地域ネットワーク業務 

東灘区やセンターが主催する研修やネットワーク会議、地域が主催する会議に積極的に参加 

し、関係機関の連携を図りました。 

  センター主催の会議      会議数 9 回 参加人数  82 人 

  行政等が主催の会議      会議数 45 回 参加職員数 46 人 

  地域主催の会議        会議数 145 回 参加職員数 209 人 

10）介護予防普及啓発事業 

   高齢者及び介護保険事業者に対して介護予防に資する普及啓発を図ることを目的とする

事業です。毎月「元気アップ体操みかげきた」「御影北すまいる体操」「元気アップクラブ」

の開催を支援し、各々毎回十数名の参加者がいます。年に数回のフレイル予防に関する集い

場の開催、法人主催の「わくわくウォークラリー」の後方支援をしています。 

11）地域ケア会議の開催 

地域ケア会議は地域包括ケアシステム（誰にでもやがて訪れる高齢期を安心して迎えるた 

めの地域づくり）を構築し、暮らしを豊かにするための話し合いの場であり、今年度も個別

のケース会議と地域課題についての会議を年２回行いました。 

12）認知症地域支援推進事業 

認知症の人の意見が尊重され、できる限り住み慣れた地域の良い環境で自分らしく暮らし

続けることができるよう、①地域の実情に応じて医療機関、介護サービス事業所や地域の支

援機関をつなぐコーディネーターとしての役割や②地域における認知症の人と家族への支

援体制の構築を図りました。 
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   13）認知症ネットワーク構築支援事業 

      鴨子ヶ原地域を拠点として認知症ネットワーク「笑顔をつなぐネットワーク会議」を開催

し、5月の地域ケア会議で「えがお喫茶」（認知症カフェ）の運営企画について話し合いまし

た。毎月第三土曜日に友愛苑で開催し、毎回 30～50名程の参加者で盛況です。 

      御影圏域では、「認知症キッズサポーター養成講座」開催に向けて地域関係者との井戸端

会議を続けています。 

14）医療と介護の連携 

   平素から、総合相談のなかで医療、介護事業所とは頻繁に情報共有しております。 

  その中から、困難事例などの課題がある折は、個別の地域ケア会議やケースカンファレンス

などを開催しております。 

   また、認知症カフェには、認知症疾患医療センターのご協力を頂いております。 

15）介護者支援  

在宅で介護されているご家族の方や地域の方々（見守り活動など）を対象に介護リフレッ

シュ教室を年６回開催しました。日程、場所、内容などについて、地域関係者などに聴き取

りをし、今年度から御影北地域福祉センターで第三水曜日に開催しました。場所と日時を固

定化することで、参加人数が安定してきました。 

   16）法人における地域貢献事業開催支援 

      法人における地域貢献として、わくわくウォークラリーの開催を支援し、地域住民の皆さ

まに参加していただけるように企画運営や広報啓発活動をしました。 

（3）個人情報の保護と取り扱いについて  

神戸市の運営基準に基づき、個人情報の保護に取り組みました。 

（4）神戸市への改善報告 

適切な人員配置をすること報告しています。 

（5）センターへの苦情 

今年度はありませでした。 

 
5 会議等 

1【職員会議】 

月１回開催し、月間予定の確認及び事業報告及び事業計画の進捗状況及び職種別の情報交換を

行いました。 

2【センターミーティング】 

毎朝と必要時に開催し、新規相談ケースや虐待等支援困難事例、ネットワーク支援の在り方に 

ついて検討を行いました。 

3 法人内の会議に参加 

【定例会議・衛生委員会・災害対策委員会・法人企画部マーケティング会議】に参加しました。 

6 資金収支 

別紙決算書の通りです。 

 
7 その他  特になし 


